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(57)【要約】
【課題】複数のクラウドプリントサービスを連携してい
る場合、正確なジョブ状況の把握と、印刷ジョブの重複
した保存の回避との両立が困難であった。
【解決手段】印刷システムは、クライアント端末から印
刷ジョブを取得して保存する第１のプリントサービスと
第１のプリントサービスから印刷ジョブを取得する第２
のプリントサービスと第２のプリントサービスから印刷
ジョブを取得して印刷する画像形成装置とを有する。第
１のプリントサービスは、第２のプリントサービスを介
して画像形成装置からの印刷ジョブの完了通知を受信す
ると、クライアント端末からの状態の問い合わせに対し
て印刷完了を応答する。第２のプリントサービスは、印
刷ジョブを取得した際に、対応するクライアントから受
信した印刷ジョブを格納する記憶領域に第１のプリント
サービスから取得した印刷ジョブを保存することなく、
第１のプリントサービスに対して完了通知を応答しない
。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　クライアント端末から印刷ジョブを取得して保存する第１のプリントサービスと、
　前記第１のプリントサービスから前記印刷ジョブを取得する第２のプリントサービスと
、
　前記第２のプリントサービスから前記印刷ジョブを取得して印刷する画像形成装置とを
有し、
　前記第１のプリントサービスは、前記第２のプリントサービスを介して前記画像形成装
置からの前記印刷ジョブの完了通知を受信すると、前記クライアント端末からの状態の問
い合わせに対して印刷完了を応答し、
　前記第２のプリントサービスは、前記第１のプリントサービスから前記印刷ジョブを取
得した際に、前記第２のプリントサービスに対応するクライアントから受信した印刷ジョ
ブを格納する所定の記憶領域に対して、前記第１のプリントサービスから取得した印刷ジ
ョブを保存することなく、前記第１のプリントサービスに対して完了通知を応答しない
ことを特徴とする印刷システム。
【請求項２】
　請求項１に記載の印刷システムであって、
　前記第１のプリントサービスはさらに、前記第２のプリントサービスを介して前記画像
形成装置からの前記印刷ジョブの完了通知を受信すると、保存されている前記印刷ジョブ
を削除する
ことを特徴とする印刷システム。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の印刷システムであって、
　前記画像形成装置はユーザーインターフェースをさらに有し、
　前記画像形成装置は、ユーザごとの印刷ジョブの一覧を前記ユーザーインターフェース
に表示し、前記印刷ジョブの一覧から選択された印刷ジョブに対する印刷の選択に応じて
、前記第２のプリントサービスに対して選択された前記印刷ジョブの取得要求を送信し、
　当該取得要求を受信した前記第２のプリントサービスは、前記第１のプリントサービス
に対して前記印刷ジョブの取得要求を送信する
ことを特徴とする印刷システム。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれか一項に記載の印刷システムであって、
　前記第１のプリントサービスはさらに、前記第２のプリントサービスを介して前記画像
形成装置からの前記印刷ジョブの保存要求を受信すると、前記印刷ジョブの完了通知があ
っても、前記保存要求の対象である前記印刷ジョブを削除しない
ことを特徴とする印刷システム。
【請求項５】
　請求項４に記載の印刷システムであって、
　前記画像形成装置はユーザーインターフェースをさらに有し、
　前記画像形成装置は、ユーザごとの印刷ジョブの一覧を前記ユーザーインターフェース
に表示し、前記印刷ジョブの一覧から選択された印刷ジョブに対する印刷及び保存の選択
に応じて、前記第２のプリントサービスに対して選択された前記印刷ジョブの取得要求と
保存要求を送信し、
　前記第２のプリントサービスは、前記第１のプリントサービスに対して前記印刷ジョブ
の取得要求と保存要求を送信する
ことを特徴とする印刷システム。
【請求項６】
　請求項１乃至３のいずれか一項に記載の印刷システムであって、
　前記第２のプリントサービスはさらに、前記画像形成装置からの前記印刷ジョブの保存
要求を受信すると、前記第１のプリントサービスから前記保存要求の対象である前記印刷
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ジョブを取得して保存する
ことを特徴とする印刷システム。
【請求項７】
　請求項６に記載の印刷システムであって、
　前記画像形成装置はユーザーインターフェースをさらに有し、
　前記画像形成装置は、ユーザごとの印刷ジョブの一覧を前記ユーザーインターフェース
に表示し、前記印刷ジョブの一覧から選択された印刷ジョブに対する印刷及び保存の選択
に応じて、前記第２のプリントサービスに対して選択された前記印刷ジョブの取得要求と
保存要求を送信し、
　前記第２のプリントサービスは、前記第１のプリントサービスに対して前記取得要求を
送信し、該取得要求に応じて受信した前記印刷ジョブを保存する
ことを特徴とする印刷システム。
【請求項８】
　サーバであって、
　前記サーバが提供するプリントサービスに対応するクライアントから印刷ジョブを受信
した場合に、当該印刷ジョブを前記サーバの所定の記憶領域に保存し、
　画像形成装置からの印刷ジョブの取得要求に基づき特定される印刷ジョブが外部のクラ
ウドプリントサービスに保存された印刷ジョブである場合に、前記外部のプリントサービ
スから前記特定された印刷ジョブを取得し、
　画像形成装置からの印刷ジョブの取得要求に基づき特定される印刷ジョブが前記サーバ
に保存された印刷ジョブである場合に、前記所定の記憶領域から印刷ジョブを取得し、
　前記所定の記憶領域又は前記外部のクラウドプリントサービスから取得した前記印刷ジ
ョブを前記画像形成装置に送信し、
　画像形成装置からの印刷ジョブの取得要求に基づき特定される印刷ジョブが前記サーバ
に保存された印刷ジョブである場合に、前記画像形成装置から受信した前記印刷ジョブの
完了通知を第１の情報処理装置に送信し、
　前記第１の情報処理装置から前記印刷ジョブを取得した際は、前記印刷ジョブを前記所
定の記憶領域に格納せず、前記第１の情報処理装置に対して完了通知を送信しない
ことを特徴とするサーバ。
【請求項９】
　複数のプリントサービスを経由して印刷を行う印刷方法であって、
　第１のプリントサービスが、クライアント端末から印刷ジョブを取得して保存し、
　第２のプリントサービスが、前記第１のプリントサービスから前記印刷ジョブを取得し
、
　画像形成装置が、前記第２のプリントサービスから前記印刷ジョブを取得して印刷し、
　前記第１のプリントサービスは、前記第２のプリントサービスを介して前記画像形成装
置からの前記印刷ジョブの完了通知を受信すると、前記クライアント端末からの状態の問
い合わせに対して印刷完了を応答し、
　前記第２のプリントサービスは、前記第１のプリントサービスから前記印刷ジョブを取
得した際に、前記第２のプリントサービスに対応するクライアントから受信した印刷ジョ
ブを格納する所定の記憶領域に対して、前記第１のプリントサービスから取得した印刷ジ
ョブを保存することなく、前記第１のプリントサービスに対して完了通知を応答しない
ことを特徴とする印刷方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、クラウドプリントサービスにより提供されるネットワーク上に保存された文
書を印刷する印刷システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
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　近年、クラウド経由で印刷ジョブを投入し、画像形成装置に印刷ジョブを送信するクラ
ウドプリントサービスが普及し始めている（例えば特許文献１を参照）。このような印刷
システムでは、まず管理者が画像形成装置を、管理者が所属するクラウドプリントサービ
スのテナントへ登録する。管理者はテナントに所属するどのユーザに、画像形成装置の使
用を許可させるかを設定する。ここで、テナントとはユーザがクラウド上に展開する１つ
のサービスシステムを意味する。
【０００３】
　画像形成装置の使用を許可されたユーザは、クライアント端末からクラウドプリントサ
ービスへ印刷ジョブを投入する。クラウドプリントサービスは受信した印刷ジョブをスト
レージに保存する。画像形成装置はクラウドプリントサービスに保存された印刷ジョブを
取得し、印刷する。印刷ジョブの取得方法はクラウドプリントサービスに対してプル印刷
でもプッシュ印刷でもよい。
【０００４】
　クラウドプリントサービスの代表例として、例えばＧｏｏｇｌｅＣｌｏｕｄＰｒｉｎｔ
（登録商標）、ＭｉｃｒｏｓｏｆｔＨｙｂｒｉｄＣｌｏｕｄＰｒｉｎｔ（登録商標）、Ｕ
ｎｉｆｌｏｗＯｎＬｉｎｅ（登録商標）などがある。
【０００５】
　一方、複数のクラウドプリントサービス（以降、ＣＰＳと表現する）を連携させ、より
ユーザに適したクラウド印刷環境を実現する構成（ＣＰＳ連携と呼ぶ。）も考えられてい
る。この構成では、印刷ジョブの提供元として機能するＣＰＳ（ここでは第１のＣＰＳと
呼ぶことにする）と、印刷ジョブの提供先として機能するＣＰＳ（ここでは第２のＣＰＳ
と呼ぶことにする）とを連携させる。第２のＣＰＳは第１のＣＰＳに保存された印刷ジョ
ブを取得し、第２のＣＰＳのストレージに取得した印刷ジョブを保存する。第２のＣＰＳ
の傘下に属する画像形成装置は第２のＣＰＳとの通信プロトコルだけサポートすればよく
、第１のＣＰＳの通信プロトコルをサポートする必要がない。そのため、画像形成装置を
導入するハードルを下げることができる。また、ユーザ認証機能や印刷レポート機能など
も、第２のＣＰＳで集約して実施すればよく、効率的にクラウド印刷を実現することがで
きる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１２－１３３４８９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ＣＰＳ連携する場合、第２のＣＰＳが第１のＣＰＳに印刷ジョブを要求してそれを取得
し、保存すると、第２のＣＰＳは第１のＣＰＳへジョブ状態として完了通知を行う。この
完了通知を受信した第１のＣＰＳは、第２のＣＰＳに引き渡した印刷ジョブをストレージ
から消去し、その状態を印刷ジョブ完了に設定する。この後クライアント端末から第１の
ＣＰＳへ印刷ジョブ状況の問い合わせが行われると、第１のＣＰＳはジョブ完了の応答を
行う。このため実際には完了していない印刷ジョブであっても、クライアントに応答され
る印刷ジョブ状態はジョブ完了となってしまい、正しいジョブ状態を管理できない。
【０００８】
　そこで、第２のＣＰＳが印刷ジョブを取得しても、完了通知ではなく、印刷ジョブ保存
中を表すＰｅｎｄｉｎｇあるいはＰｅｎｄｉｎｇ－Ｈｅｌｄなどを第１のＣＰＳに通知す
る。そして、第２のＣＰＳが画像形成装置に印刷ジョブを渡して印刷ジョブが実行され、
第２のＣＰＳがその完了通知を受けた時に初めて第１のＣＰＳに完了通知を送信する。そ
れを受信した第１のＣＰＳは、保存していた印刷ジョブを削除する。こうすることで、実
際に印刷完了するまでクライアント端末は正しいジョブ状況を管理できる。しかし、第２
のＣＰＳが印刷ジョブを取得してから印刷が完了するまで、同じ印刷ジョブが第１のＣＰ
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Ｓと第２のＣＰＳの両方のストレージに保存され、重複してリソースが消費される課題が
ある。特にストレージ量によって従量課金されるクラウドシステムにおいては重要な課題
となる。
【０００９】
　このように、クラウドプリントサービスの連携を利用した印刷システムでは、印刷ジョ
ブの正確な状態の監視と、リソースの有効利用との両立が困難であった。
【００１０】
　本発明は上記従来例に鑑みて成されたものである。本発明の１つの側面としては、クラ
ウドプリントサービスの連携を利用した印刷システムにおける正確な印刷ジョブの状態の
監視と資源の有効利用とを両立させることを目的の１つとする。また、本発明の１つの側
面としては、複数のクラウドプリントサービスを連携させる印刷システムにおいてユーザ
の利便性を高めることを目的の１つとする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記目的を達成するために本発明は以下のような構成を有する。すなわち、その第１の
側面によれば、クライアント端末から印刷ジョブを取得して保存する第１のプリントサー
ビスと、
　前記第１のプリントサービスから前記印刷ジョブを取得する第２のプリントサービスと
、
　前記第２のプリントサービスから前記印刷ジョブを取得して印刷する画像形成装置とを
有し、
　前記第１のプリントサービスは、前記第２のプリントサービスを介して前記画像形成装
置からの前記印刷ジョブの完了通知を受信すると、前記クライアント端末からの状態の問
い合わせに対して印刷完了を応答し、
　前記第２のプリントサービスは、前記第１のプリントサービスから前記印刷ジョブを取
得した際に、前記第２のプリントサービスに対応するクライアントから受信した印刷ジョ
ブを格納する所定の記憶領域に対して、前記第１のプリントサービスから取得した印刷ジ
ョブを保存することなく、前記第１のプリントサービスに対して完了通知を応答しない
ことを特徴とする印刷システムが提供される。
【００１２】
　また第２の側面によれば、サーバであって、
　前記サーバが提供するプリントサービスに対応するクライアントから印刷ジョブを受信
した場合に、当該受信ジョブを前記サーバの所定の記憶領域に保存し、
　画像形成装置からの印刷ジョブの取得要求に基づき特定される印刷ジョブが外部のクラ
ウドプリントサービスに保存された印刷ジョブである場合に、前記外部のプリントサービ
スから前記特定された印刷ジョブを取得し、　画像形成装置からの印刷ジョブの取得要求
に基づき特定される印刷ジョブが前記サーバに保存された印刷ジョブである場合に、前記
所定の記憶領域から印刷ジョブを取得し、
　前記所定の記憶領域又は前記外部のクラウドプリントサービスから取得した前記印刷ジ
ョブを前記画像形成装置に送信し、
　画像形成装置からの印刷ジョブの取得要求に基づき特定される印刷ジョブが前記サーバ
に保存された印刷ジョブである場合に、前記画像形成装置から受信した前記印刷ジョブの
完了通知を前記第１の情報処理装置に送信し、
　前記第１の情報処理装置から前記印刷ジョブを取得した際は、前記印刷ジョブを前記所
定の記憶領域に格納せず、前記第１の情報処理装置に対して完了通知を送信しない
ことを特徴とするサーバが提供される。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明の１つの側面によれば、クラウドプリントサービスの連携を利用した印刷システ
ムにおける正確な印刷ジョブの状態の監視と資源の有効利用とを両立させることができる
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。また、本発明の１つの側面によれば、複数のクラウドプリントサービスを連携させる印
刷システムにおいてユーザの利便性を高めることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】実施形態におけるネットワーク構成の一例を示す図
【図２】実施形態におけるクラウドプリントサービス１０４のハードウェア構成の一例を
示す図
【図３】実施形態における画像形成装置の操作部画面例を示す図
【図４】実施形態１における印刷シーケンスの一例を示す図
【図５】実施形態１におけるジョブ情報取得パケット例１を示す図
【図６】実施形態１におけるジョブ情報取得パケット例２を示す図
【図７】実施形態１におけるジョブ取得パケット例を示す図
【図８】実施形態１におけるフローチャート
【図９】実施形態２における印刷＋保存シーケンス１を示す図
【図１０】実施形態２における印刷＋保存シーケンス２を示す図
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、添付図面を参照して実施形態を詳しく説明する。なお、以下の実施形態は特許請
求の範囲に係る発明を限定するものではない。実施形態には複数の特徴が記載されている
が、これらの複数の特徴の全てが発明に必須のものとは限らず、また、複数の特徴は任意
に組み合わせられてもよい。さらに、添付図面においては、同一若しくは同様の構成に同
一の参照番号を付し、重複した説明は省略する。
【００１６】
　［実施形態１］
　＜ネットワーク構成＞
　図１は本発明の実施例におけるシステム構成を示すブロック図である。クライアント１
０１から１０３は各クラウドプリントサービス（以下、ＣＰＳ）に対して印刷ジョブを投
入するクライアント端末である。クラウドプリントサービス（ＣＰＳ）１０４はクライア
ント端末１０１から印刷ジョブを受信し、かつ、外部ＣＰＳ１０５、１０６からも印刷ジ
ョブを取得するＣＰＳである。なおクラウドプリントサービスを単にプリントサービスと
呼ぶこともある。あるいはそのハードウェア上の実体はサーバであるので、クラウドプリ
ントサーバあるいはプリントサーバあるいは印刷サーバと呼んでもよい。本実施形態では
、ＣＰＳ１０４のことを第１のクラウドプリントサービス（第１のＣＰＳ）あるいは第１
のプリントサービス、第１のプリントサーバ、第１の情報処理装置などと呼ぶことがある
。ＣＰＳ１０５、１０６は其々クライアント端末１０２、１０３から印刷ジョブを受信し
、保存する外部ＣＰＳである。本実施形態では、ＣＰＳ１０５、１０６のことを第２のク
ラウドプリントサービス（第２のＣＰＳ）あるいは第２のプリントサービス、第２のプリ
ントサーバ、第２の情報処理装置などと呼ぶことがある。
【００１７】
　また、本実施形態では、ＣＰＳ１０４乃至ＣＰＳ１０６は異なるサービス提供者により
提供される異なる種類のクラウドプリントサービスであることを想定している。また、Ｃ
ＰＳ１０４乃至ＣＰＳ１０６は、複数の異なるテナントに対しクラウドプリントサービス
を提供する。なお、テナントは、クラウドプラットフォーム上の各サービスを提供したり
、リソースを管理したりする組織の単位である。
【００１８】
　ここで、ＣＰＳ１０４は「ＣｏｍｐａｎｙＡ．ｅｘａｍｐｌｅ０．ｊｐ」、「Ｃｏｍｐ
ａｎｙＢ．ｅｘａｍｐｌｅ０．ｊｐ」といったテナントに属するユーザにクラウドプリン
トサービスを提供するものとする。また、ＣＰＳ１０５は「ＣｏｍｐａｎｙＡ．ｅｘａｍ
ｐｌｅ１．ｊｐ」、「ＣｏｍｐａｎｙＢ．ｅｘａｍｐｌｅ１．ｊｐ」といったテナントに
属するユーザにクラウドプリントサービスを提供するものとする。ＣＰＳ１０６は「Ｃｏ
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ｍｐａｎｙＡ．ｅｘａｍｐｌｅ２．ｊｐ」、「ＣｏｍｐａｎｙＢ．ｅｘａｍｐｌｅ２．ｊ
ｐ」といったテナントに属するユーザにクラウドプリントサービスを提供するものとする
。
【００１９】
　テナント毎のリソース管理についてＣＰＳ１０４を例に説明する。ＣＰＳ１０４は、ユ
ーザ情報、ジョブ情報、プリンタなどをテナントごとに管理する。従って、「Ｃｏｍｐａ
ｎｙＡ．ｅｘａｍｐｌｅ０．ｊｐ」のテナントに属するユーザは、当該テナントで管理さ
れるリソース（例えば、プリンタ）を使用できる。
【００２０】
　しかし、ＣｏｍｐａｎｙＡのテナントに属するユーザは、異なるテナント（例えば、Ｃ
ｏｍｐａｎｙＢ．ｅｘａｍｐｌｅ０．ｊｐなどの異なる組織のテナント）で管理されるリ
ソース（例えば、プリンタ）については使用できない。なお、外部ＣＰＳ１０５及びＣＰ
Ｓ１０６についてもＣＰＳ１０４と同様に、テナント毎にリソースを管理するものとして
説明する。
【００２１】
　画像形成装置１０７はＣＰＳ１０４から印刷ジョブを取得し、印刷処理を実行する画像
形成装置である。画像形成装置１０７は例えばいわゆるデジタル複合機などであってよい
。
【００２２】
　図１の各構成要素はネットワーク１００により通信可能に接続されている。ネットワー
ク１００は例えばＬＡＮ、ＷＡＮなどの通信網や、ＬＴＥ、５Ｇなどの移動体通信網、こ
れらの組み合わせで実現される通信ネットワークである。ネットワーク１００はデータの
送受信が可能であればよい。
【００２３】
　＜ハードウェア構成＞
　図２は、図１のＣＰＳ１０４として動作する情報処理装置のハードウェア構成を示すブ
ロック図である。図２において、ＣＰＵ２０１は内部デバイスで接続される各デバイス（
ＲＯＭ、ＲＡＭなど）を直接あるいは間接的に制御し、本実施形態の発明を実現するため
のプログラムを実行する。ＲＯＭ２０２はＢＩＯＳなどが格納してある。ＲＡＭ（直接記
憶装置）２０３は、ＣＰＵ２０１のワーク領域として利用されたり、本実施形態の発明を
実現するためのソフトウェアモジュールをロードする為の一次記憶として利用されたりす
る。ＨＤＤ（ハードディスクドライブ）２０４は、基本ソフトウェアであるＯＳやソフト
ウェアモジュールが記憶されている間接記憶装置であり、ＳＳＤ（ソリッドステートドラ
イブ）などであってもよい。また、ＨＤＤ２０４には、ＣＰＳ１０４がＣＰＳ１０４をサ
ポートするクライアント端末から受信した印刷ジョブを保存する所定の記憶領域が設けら
れている。入力装置（あるいは入力部）２０５は、ユーザが入力を行うためのデバイスで
あり、キーボードやポインティングデバイスなどがある。出力装置（あるいは入力部）２
０６は例えばディスプレイが用いられる。グラフィカルなユーザーインターフェース（Ｇ
ＵＩ）を提供するために入力装置２０５と出力装置２０６とを複合させたタッチパネルを
構成してもよい。Ｉ／Ｆ２０７はネットワークに接続するためのインターフェースである
。
【００２４】
　　このように、ＣＰＵ２０１、ＲＯＭ２０２、ＲＡＭ２０３、ＨＤＤ２０４等のハード
ウェアは、いわゆるコンピュータを構成している。尚、このサーバは、印刷データのレン
ダリングを行うＡＳＩＣなどを更に備えていてもよい。実施形態１では説明のため、１つ
のＣＰＵ２０１が１つのメモリ（ＲＡＭ２０３）を用いて後述するフローチャートに示す
各処理を実行する場合を例示するが、他の様態であっても構わない。例えば複数のプロセ
ッサー、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ストレージを協働させて後述するフローチャートに示す各処理
を実行することもできる。また、複数のサーバコンピュータを用いて各処理を実行するこ
ともできる。なお、複数のテナントに対する適切なリソース管理を実現するため、仮想化
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やコンテナなどの技術が適宜使用されてもよい。＜設定画面＞
　図３は本実施形態における、ユーザが画像形成装置１０７にログインして、ＣＰＳから
印刷ジョブを選択して印刷を実行する操作部画面例である。画像形成装置１０７から１０
９はユーザ認証管理されており、コピーやプリントなど画像形成装置の機能を使うには、
ユーザは画像形成装置にログインする必要がある。ユーザの認証方法としては、ＩＤおよ
びパスワードによる認証、ＩＣカードによる認証、生体認証による方法などが挙げられる
。ログインに成功したユーザがプリント機能を選択すると、画像形成装置１０７には、図
３のような、そのユーザの印刷ジョブ一覧画面３０１が表示される。画面３０１のジョブ
一覧３１０には例えば各ジョブのジョブ名称、部数、色設定などが表示されている。画面
３０１のジョブ一覧３１０からユーザは任意の１つのジョブを選択して「印刷」ボタン３
１１を押下（あるいはタッチ）すると、画像形成装置１０７はＣＰＳから該当の印刷ジョ
ブを取得して印刷を実行する。また、「印刷＋保存」ボタン３１２を押下すると、画像形
成装置１０７は選択されている印刷ジョブをＣＰＳから取得し、印刷を実行する。この場
合、選択された印刷ジョブはＣＰＳに保存されたままになる。「消去」ボタン３１３を選
択すると画像形成装置１０７は選択された印刷ジョブの削除要求をＣＰＳに対して送信す
る。それに対して、ＣＰＳはそのストレージから該当のジョブを削除する。また、画像形
成装置１０７が印刷中にユーザが「キャンセル」ボタン３１４を選択すると、印刷中のジ
ョブの印刷処理を停止してジョブの実行をキャンセルする。ジョブ一覧３１０は、画像形
成装置１０７が印刷サービスを提供しているＣＰＳから、ジョブ情報一覧を取得して表示
する。
【００２５】
　＜ＣＰＳによる印刷制御＞
　図４を用いてＣＰＳ１０４の印刷制御処理を説明する。ここでは例としてＣＰＳ１０５
を外部ＣＰＳ、すなわち第２のＣＰＳであるＣＰＳ１０４に対する第１のＣＰＳ[11]とす
る。
【００２６】
　まずユーザはクライアント端末１０２からＣＰＳ１０５に対して印刷ジョブを投入する
（Ｓ４０１）。印刷ジョブを受信したＣＰＳ１０５は、印刷ジョブを自身のストレージに
保存する（Ｓ４０２）。一方、ＣＰＳ１０５と連携しているＣＰＳ１０４は、ＣＰＳ１０
５に新規ジョブが保存されたことを検知して印刷ジョブ情報取得要求を送信する（Ｓ４０
３）。検知方法として、例えばＣＰＳ１０４は一定時間ごとにＣＰＳ１０５に対して印刷
ジョブ情報取得要求を送信してもよいし、ＣＰＳ１０５からＣＰＳ１０４へプッシュ通知
で通知してもよい。印刷ジョブ情報取得要求を受信したＣＰＳ１０５は自身のストレージ
に保存されているジョブ情報一覧を応答する（Ｓ４０４）。
【００２７】
　図５はＳ４０３の印刷ジョブ情報取得要求５０１とＳ４０４の印刷ジョブ情報取得応答
５０２のパケットの例である。ここでは通信プロトコルとしてＩＰＰを用いて説明するが
、他のプロトコルを用いてもよい。印刷ジョブ情報取得要求５０１では全ジョブ情報を取
得したいため、ＩＰＰ属性のＷｈｉｃｈ－Ｊｏｂ属性をＦａｌｓｅにして取得したいジョ
ブ属性情報を含め、Ｇｅｔ－Ｊｏｂｓオペレーションを送信する。また、印刷ジョブ情報
取得応答５０２は各ジョブのＩＤ、名称、部数、色設定、ジョブオーナー名など要求され
たジョブ属性情報を含んだ応答となる。この時点でクライアント端末１０２からＣＰＳ１
０５へ投入したユーザのジョブ状況問い合わせをした場合（Ｓ４０５）、ＣＰＳ１０５の
該当ジョブはまだ印刷されずにＣＰＳ１０５のストレージに保存されている。そのため、
保存中であるＰｅｎｄｉｎｇやＰｅｎｄｉｎｇ－Ｈｅｌｄの応答を返す（Ｓ４０６）。こ
れより、クライアント端末１０２は正しいジョブ状況を把握できる。
【００２８】
　その後、ユーザが印刷を実行するため、画像形成装置１０７へログインする（Ｓ４０７
）。ログインを検知した画像形成装置１０７はログインしたユーザのジョブ情報取得要求
をＣＰＳ１０４へ送信する（Ｓ４０８）。ジョブ情報取得要求を受信したＣＰＳ１０４は
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指定されたユーザのジョブ一覧情報のみを応答する（Ｓ４０９）。
【００２９】
　図６はＳ４０８の印刷ジョブ情報取得要求６０１とＳ４０９の印刷ジョブ情報取得応答
６０２のパケットの例である。画像形成装置１０７は、ログイン中の特定ユーザのジョブ
情報のみを要求する。そのため、Ｗｈｉｃｈ－Ｊｏｂ属性をＴｒｕｅにして、ユーザ名を
Ｒｅｑｕｅｓｔｉｎｇ－ｕｓｅｒ－ｎａｍｅで指定している。ここでユーザ名はＲｅｑｕ
ｅｓｔｉｎｇ－ｕｓｅｒ－ｕｒｉなど一意に識別できるなら他の属性を使用してもよい。
これより、取得したジョブ一覧情報を図３のように画像形成装置１０７の操作部に表示す
る（Ｓ４１０）。
【００３０】
　図３のジョブ一覧３１０からユーザは印刷したい任意の印刷ジョブを１つ選択する（Ｓ
４１１）。画像形成装置１０７は選択された印刷ジョブのジョブ取得要求を、ＣＰＳ１０
４に対して送信する（Ｓ４１２）。ジョブ取得要求を受信したＣＰＳ１０４は、ＣＰＳ１
０４のストレージに印刷ジョブが保存されていないので、連携しているＣＰＳ１０５に対
してジョブデータ取得要求を送信する（Ｓ４１３）。ジョブデータ取得要求を受信したＣ
ＰＳ１０５は、ＣＰＳ１０５のストレージに保存されている印刷データをＣＰＳ１０４へ
送信する（Ｓ４１４）。印刷データを受信したＣＰＳ１０４は、そのまま受信した印刷デ
ータを画像形成装置１０７へ転送する（Ｓ４１５）。すなわちＣＰＳ１０５から受信した
印刷データはＣＰＳ１０５に保持されることがない。このために、ＣＰＳ１０４は、ＣＰ
Ｓ１０５などの他のＣＰＳから取得した印刷データは保存せず、クライアント端末１０１
などのクライアント端末から取得した印刷データを保存するように構成すればよい。これ
ら印刷データ取得要求・送信のパケット例を図７に示す。取得したいジョブデータのジョ
ブＩＤやジョブ名称を印刷データ取得要求７０１では指定している。印刷データ取得応答
７０２には印刷データに加えて、印刷設定にかかわるジョブ属性情報が含まれている。
【００３１】
　印刷データを受信した画像形成装置１０７は、印刷処理を実行し（Ｓ４１６）、印刷が
完了したらジョブ状態として完了通知をＣＰＳ１０４へ送信する（Ｓ４１７）。印刷状況
更新通知を受信したＣＰＳ１０４は、そのまま該当ジョブの印刷ジョブ状態として完了通
知をＣＰＳ１０５へ送信する（Ｓ４１８）。印刷ジョブの完了通知をＣＰＳ１０４から受
信したＣＰＳ１０５は、完了状態になった印刷ジョブをＣＰＳ１０５のストレージから削
除する（Ｓ４１９）。それとともに完了した印刷ジョブの状態を印刷完了にセットして保
存する。この後、クライアント端末１０２からＣＰＳ１０５へジョブ状況問い合わせを送
信すると（Ｓ４２０）、完了状態となった印刷ジョブについては、ＣＰＳ１０５はジョブ
完了の応答を送信する（Ｓ４２１）。
【００３２】
　これより、クライアント端末１０２からは、実際の処理状態を反映した正しいジョブ状
況の把握ができる。なおかつ、印刷ジョブデータはＣＰＳ１０５のストレージにしか保存
されないので、ストレージの消費を低減することができる。このように、本実施形態では
、ＣＰＳ１０４は印刷データを保存しない。画像形成装置１０７に印刷ジョブ一覧を表示
するだけなら、ＣＰＳ１０４に印刷データを保存する必要がなく、印刷ジョブ属性情報だ
けあれば充分である。
【００３３】
　＜ＣＰＳによる処理フロー＞
　図８は本実施例におけるＣＰＳ１０４、すなわち第２のＣＰＳのＣＰＵによる処理フロ
ーチャートである。これらの各処理はテナント毎に行われるものとする。
【００３４】
　ＣＰＳ１０４は、まずイベントが発生するまで待ち状態となっている（Ｓ８０１）。Ｓ
８０１において、ＣＰＳ１０５からのプッシュ通知あるいはＣＰＳ１０５への定期送信の
タイマー時間のイベントが発生した場合、ＣＰＵはＣＰＳ１０５へジョブ情報取得要求を
送信する（Ｓ８０２）。当該要求にはいずれのテナント（例えば、ＣｏｍｐａｎｙＡ．ｅ
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ｘａｍｐｌｅ１．ｊｐ）のジョブを要求しているか特定するための情報が含まれるものと
する。次にＣＰＳ１０５からジョブ情報取得応答を受信したら（Ｓ８０３）、ＣＰＳ１０
４は取得したジョブ情報に基づいて、対応するテナントのジョブ情報を更新する（Ｓ８０
４）。そして再度イベント待ち状態となる。
【００３５】
　Ｓ８０１において、画像形成装置１０７からジョブ情報取得要求の受信イベントが発生
した場合、ＣＰＳ１０４は自身が保持しているジョブ情報から要求されたユーザのジョブ
情報を抽出して画像形成装置１０７に送信する（Ｓ８０５）。より具体的に説明する。当
該取得要求には、テナントを特定する情報とユーザを特定する情報とが含まれており、Ｃ
ＰＳ１０４は、当該テナントを特定する情報に基づきテナントを特定する。続けて、当該
特定したテナントに対応付けて管理されるジョブ情報の中から、ユーザを特定する情報に
基づき特定されたユーザのジョブ情報のみを抽出して、画像形成装置１０７に送信する。
【００３６】
　また、Ｓ８０１において、画像形成装置１０７から印刷ジョブ実行要求の受信イベント
が発生した場合、Ｓ８１１の判定処理を行う。ＣＰＳ１０４は、印刷ジョブ実行要求の受
信イベントに基づき特定されるジョブがＣＰＳ１０４に保存されているジョブであるか否
かを判断する。ＣＰＳ１０４に保存されているジョブであれば、処理をＳ８１２に進め、
ＣＰＳ１０４に保存されていないジョブであれば、処理をＳ８０６に進める。
【００３７】
　まず、Ｓ８０６の処理について説明する。ＣＰＳ１０４はＣＰＳ１０５へ印刷データ取
得要求を送信する（Ｓ８０６）。当該要求には、テナントを特定する情報とジョブを特定
する情報とが含まれている。続けて、ＣＰＳ１０４は、ジョブを特定する情報に基づき特
定したジョブを受信する要求をＣＰＳ１０５に送信し、ＣＰＳ１０５から印刷データ（ジ
ョブデータ）を受信する。（Ｓ８０７）続けて、ＣＰＳ１０４は受信した印刷データをそ
のまま画像形成装置１０７へ転送する（Ｓ８０８）。その後、ＣＰＳ１０４は画像形成装
置１０７からジョブ状況更新通知を受信したら（Ｓ８０９）、ＣＰＳ１０５へ同じジョブ
状態でジョブ状況更新通知を送信する（Ｓ８１０）。
【００３８】
　一方、Ｓ８１２において、ＣＰＳ１０４は、自身の管理するストレージ（例えば、ＨＤ
Ｄ２０４）の所定の領域から要求に対応する印刷データ（ジョブデータ）を取得する。以
降の印刷処理はＣＰＳ１０５から印刷データを取得した場合と同様であるため説明を省略
する。なお、本実施形態において、ＣＰＳ１０４がＰＣやスマートフォンなどのクライア
ント端末から受信した印刷データが所定の領域に記憶されるものとする。このような、Ｃ
ＰＳ１０５を経由せずに、ＣＰＳ１０４に保存されたジョブの場合、Ｓ８１０の処理はス
キップされる。
【００３９】
　このような手順により、ＣＰＳ１０４は、他のＣＰＳから受信した印刷ジョブを所定の
領域に保持することなく、また画像形成装置１０７から受信したジョブ状態をクライアン
トに転送することで実際の状態を通知できる。
【００４０】
　　従って、ＣＰＳ１０４とＣＰＳ１０５といった複数の異なるサービス上に同様の印刷
データを重複して記憶し続ける状態が発生することを抑制でき、クラウドリソースを無駄
なく使用できるようになる。
【００４１】
　＜印刷＋保存の印刷処理＞
　次に、図３の操作画面において、ユーザが「印刷＋保存」を選択して印刷実行した場合
のＣＰＳ１０５における印刷処理制御について説明する。「印刷＋保存」は、印刷完了後
、ＣＰＳから印刷ジョブデータを消去せずに、ＣＰＳのストレージに保存したままにする
オペレーションである。これより、ユーザはよく印刷するドキュメントはＣＰＳに保存し
たままにすることができ、印刷の都度印刷ジョブをＣＰＳへジョブ投入する手間を省くこ
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とができる。
【００４２】
　図９は外部ＣＰＳが「印刷＋保存」のインターフェース及び機能に対応している場合の
処理シーケンス図である。Ｓ９０１からＳ９１０までは実施形態１のＳ４０１からＳ４１
０と同様である。Ｓ９１０の後、ユーザは図３の印刷ジョブ一覧３１０から任意のジョブ
を１つ選択して、「印刷＋保存」ボタン３１２を選択する（Ｓ９１１）。そして画像形成
装置１０７は、「印刷＋保存」ボタン３１２が選択されたことを検知したら、ＣＰＳ１０
４に対して印刷データ取得要求かつ印刷データは保存したままにする保存要求を送信する
（Ｓ９１２）。印刷データ取得要求および保存要求を受信したＣＰＳ１０４は、同様にＣ
ＰＳ１０５に対して、印刷データ取得要求および保存要求を送信する（Ｓ９１３）。要求
を受信したＣＰＳ１０５は、印刷データをＣＰＳ１０４に送信する（Ｓ９１４）。そして
印刷処理が完了し、ジョブ状況完了の通知を受信したＣＰＳ１０５は（Ｓ９１８）、保存
要求の対象の印刷ジョブを消去せずＣＰＳ１０５のストレージに保存したままとする。通
常ならこの時点で該当のジョブを消去するが、「印刷＋保存」オペレーションにより当該
印刷ジョブに対する保存要求を受信したためである。その後、クライアント端末からのジ
ョブ状況問い合わせに対して、ＣＰＳ１０５は完了の応答をする（Ｓ９２０）。ただし完
了通知を受信してから一定時間経過した後の問い合わせについては、ＣＰＳ１０５のスト
レージにジョブは保存されたままなのでＰｅｎｄｉｎｇやＨｅｌｄ状態の応答を行う（Ｓ
９２２）。
【００４３】
　これより、画像形成装置で「印刷＋保存」のオペレーションが実行されても、ＣＰＳに
ジョブを保存したまま、クライアントからも正しいジョブ状況管理ができ、かつ、クラウ
ドストレージもＣＰＳ１０５一方でしか消費しないことを実現できる。
【００４４】
　［実施形態２］
　実施形態２として、外部ＣＰＳ（本例ではＣＰＳ１０５）が「印刷＋保存」のインター
フェースに対応していない場合の例を説明する。なお実施形態１との共通部分（構成及び
処理手順）については説明を省略する。図１０は外部ＣＰＳ（本例ではＣＰＳ１０５）が
「印刷＋保存」のインターフェースに対応していない場合の処理シーケンス図である。外
部ＣＰＳによっては「印刷＋保存」のインターフェースが存在しない場合もあり、そのよ
うな場合はＣＰＳ１０４でジョブを保存するようにする。Ｓ１００１からＳ１０１２まで
はＳ９０１からＳ９１２までと同等である。印刷ジョブが選択され、「印刷＋保存」が選
択されると、Ｓ１０１２の後、ＣＰＳ１０４はＣＰＳ１０５に対してジョブ取得要求を行
う（Ｓ１０１３）。ジョブ取得が完了したＣＰＳ１０４は（Ｓ１０１４）、ＣＰＳ１０４
のストレージに受信したジョブを保存する（Ｓ１０１５）。その後、印刷が完了し（Ｓ１
０１６，Ｓ１０１７）、完了通知がＣＰＳ１０５に送信される（Ｓ１０１８、Ｓ１０１９
）。それに応じてＣＰＳ１０５のストレージから印刷ジョブが消去される（Ｓ１０２０）
。印刷ジョブはＣＰＳ１０４のストレージに保存されているので、その後再び同じジョブ
の印刷要求を受信した場合（Ｓ１０２４）、ＣＰＳ１０４のストレージからジョブを送信
し（Ｓ１０２５）、印刷を実現できる（Ｓ１０２６）。Ｓ１０２３で「印刷」が選択され
ていれば、ＣＰＳ１０４に保存されていた印刷ジョブは、完了通知を受信した後に（Ｓ１
０２７）、ＣＰＳ１０４により削除される（Ｓ１０２８）。
【００４５】
　以上の手順により、画像形成装置１０７による印刷処理の完了を待って初めてクライア
ント端末１０２の状態の問い合わせに対して印刷完了を応答できる。さらに、印刷ジョブ
の保存をＣＰＳ１０４により行うことで、保存のためのリソースの消費を抑制できる。Ｃ
ＰＳ１０５のストレージからジョブは消去されるため、印刷完了から所定時間経過後には
クライアント端末からのジョブ状況問い合わせについては、ジョブが存在しない応答にな
ってしまう。しかしながら、ＣＰＳ１０４にジョブを保存しているので、「印刷＋保存」
機能を適切に実現することができる。
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【００４６】
　［変形例］
　上述の各実施形態では、第１のＣＰＳ（外部ＣＰＳ）が、ＣＰＳ１０５である場合を例
に説明したが、第１のＣＰＳは、ＣＰＳ１０６であってもよい。また、第２のＣＰＳであ
るＣＰＳ１０４は、複数の異なる外部ＣＰＳから供給される印刷ジョブやジョブ情報を統
括的に取り扱い、画像形成装置に提供するようにしてもよい。　この場合、Ｓ８０２～Ｓ
８０４で更新するジョブ情報は外部ＣＰＳごとに管理するようにすることができる。この
場合、ＣＰＳ１０４は、Ｓ８０５において、ジョブ情報取得要求を受け付けた場合に、外
部ＣＰＳごとに保存されているジョブ情報に基づき複数の異なる外部ＣＰＳに記憶されて
いるジョブ情報をマージして、画像形成装置に通知する。また、画像形成装置からジョブ
取得要求を受信したＣＰＳ１０４は、当該ジョブ取得情報で特定されるジョブがいずれの
外部ＣＰＳに記憶されているか特定し、当該特定された外部ＣＰＳと通信して、Ｓ８０６
～Ｓ８１０の処理を行うものとする。
【００４７】
　また、ジョブ情報をマージ、更新するタイミングはこれに限定されるものではない。Ｃ
ＰＳ１０４は、クラウドプリント機能を提供するテナント毎に１つのジョブ管理ＤＢを用
意し、複数の異なる外部ＣＰＳから受信した当該ＤＢを用いて統括的に管理するようにし
てもよい。この場合、Ｓ８０４の更新処理では、Ｓ８０２～Ｓ８０３で受信したジョブ情
報に基づきテナント毎に用意されたジョブ管理ＤＢを更新すればよい。　［その他の実施
例］
　本発明は、上述の実施形態の１以上の機能を実現するプログラムを、ネットワーク又は
記憶媒体を介してシステム又は装置に供給し、そのシステム又は装置のコンピュータにお
ける１つ以上のプロセッサーがプログラムを読出し実行する処理でも実現可能である。ま
た、１以上の機能を実現する回路（例えば、ＡＳＩＣ）によっても実現可能である。
【００４８】
　本発明は上記実施形態に制限されるものではなく、発明の精神及び範囲から離脱するこ
となく、様々な変更及び変形が可能である。従って、発明の範囲を公にするために請求項
を添付する。
【符号の説明】
【００４９】
１０１、１０２　クライアント端末、１０４、１０５　クラウドプリントサービス、１０
７　画像形成装置
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